
（別紙） 

タイトル 

 

 2024度 一般入試（後期日程） 

医学部保健学科 小論文Ⅱ 

評価の 

ポイント 

 

１ 

途上国における貧困と障害に関する問題で、基本的な読解能力や問題解決能力等を評

価した。評価においては、次のような点を特に重視した。 

・本文の記述に沿って、適切に説明できているか。 

・問われた内容を正しく理解しているか。 

・文脈を理解し、論理的に説明できているか。 

 

 

２ 

脳の発達について説明した文章を問題とし、基本的な読解能力や問題解決能力等を評

価した。評価においては、次のような点を特に重視した。 

・本文の記述に沿って、適切に説明できているか。 

・問われた内容を正しく理解しているか。 

・文脈を理解し、論理的に考察し、それを説明できるか。  

 

 

３ 

睡眠と脳の関係に関する問題で、基本的な読解能力や問題解決能力等を評価した。評

価においては、次のような点を特に重視した。 

・本文の記述に沿って、適切に説明できているか。 

・問われた内容を正しく理解しているか。 

・文脈を理解し、論理的に説明できているか。 

 

 



 

 

 
医 学 部 保 健 学 科 小 論 文 Ⅱ 解 答 用 紙  そ の １  

（ 後 期 日 程 ）  

 

 

 １   

 

問 １  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 ２  

 

 

    

                             

 

 

                           

                   

 

 

 
 

小  計  

 

 

  

氏 名  
 受 験 

番 号 
 

貧 困 層 と は 1日 1 .9ド ル 以 下 の 生 活 を 送 る 人 々 の こ と を 指 す 。  

現 在 、 世 界 の 1割 に あ た る 約 7億 3 60 0万 人 が 貧 困 層 に あ た り 、  

そ の 約 85％ が 南 ア ジ ア と サ ハ ラ 以 南 の ア フ リ カ に 存 在 し て い る 。  

（ 83文 字 ）  

障 害 に よ っ て 生 じ る 障 壁 や 経 費 が さ ら な る 貧 困 を 招 く 。 福 祉 を 担 う  

社 会 制 度 の 不 備 も 困 窮 を 助 長 す る た め （ 47文 字 ）  

 

 



 

 

 
医 学 部 保 健 学 科 小 論 文 Ⅱ 解 答 用 紙  そ の ２  

（ 後 期 日 程 ）  

 

 

１   

 

問 ３  

 

 

    

    

    

     

 

 

 

 

問 ４  

 

 

 

  

  

   

 

                   

 

 

 
 

小  計  

 

 

 

 

氏 名  
 受 験 

番 号 
 

利 益 が な け れ ば 支 援 を 続 け る こ と は 難 し い 。 も し 支 援 が 止 ま っ て  

し ま う と 、 そ の 人 を 助 け ら れ な く な る と い う の は 矛 盾 で あ り 、  

互 い に 利 益 の あ る 関 係 を 築 く こ と が 持 続 可 能 な 支 援 に つ な が る と  

考 え る た め （ 91文 字 ）  

貧 困 問 題 な ど 多 く の 社 会 問 題 は 私 た ち の 身 近 な 所 に も 存 在 し て い る 。  

今 生 き て い る 環 境 で ど う 周 り の 人 た ち と 向 き 合 う か に つ い て  

考 え る こ と が 世 界 レ ベ ル の 貧 困 問 題 に 取 り 組 む 基 本 的 姿 勢 で あ る た め  

（ 89文 字 ）  

 

 



 

 

 
医 学 部 保 健 学 科 小 論 文 Ⅱ 解 答 用 紙  そ の ３  

（ 後 期 日 程 ）  

 

 

 ２   

 

問 １   

 

 

 

問 ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

問 ３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小  計  

 

氏 名  
 受 験 

番 号 
 

目 や 耳 や 皮 膚 か ら 得 た い ろ い ろ な 刺 激 を 利 用 し て 、 脳 が も っ て い る 不  

完 全 な ネ ッ ト ワ ー ク の 機 能 を 、 完 全 な 形 に 改 良 し て い く と い う 性 質  

（ 61文 字 ）  

視 覚 が 正 し く は た ら く た め に は 、 左 目 か ら の 情 報 と 、 右 目 か ら の 情 報  

が 脳 の 中 で 別 々 に 処 理 さ れ な い と い け な い が 、 赤 ち ゃ ん の 脳 の ネ ッ ト  

ワ ー ク は ま だ 不 完 全 で 、 左 目 か ら の 情 報 と 右 目 か ら の 情 報 が 混 線  

し て い る か ら （ 9 7文 字 ）  

視 覚 の 臨 界 期 が 過 ぎ な い う ち に 手 術 を す る こ と が 必 要 。 臨 界 期 を 過 ぎ  

る と 、 手 術 で 水 晶 体 の 曇 り が と れ て も 、 目 か ら 入 っ た 刺 激 で 視 覚 の  

ネ ッ ト ワ ー ク が 改 良 さ れ ず 、 完 成 し な い た め 、  正 常 な 視 覚 が  

得 ら れ な く な る 。 （ 96文 字 ）  

 

 

 



 

 

 
医 学 部 保 健 学 科 小 論 文 Ⅱ 解 答 用 紙  そ の ４  

（ 後 期 日 程 ）  

 

 

 ３   

問 １  

 

 

 

 

 

 

問 ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 ３  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小  計  

 

 

 

 

 

氏 名  
 受 験 

番 号 
 

① 恒 温 動 物 は 、 身 体 の 内 部 環 境 を 自 ら 一 定 の レ ン ジ に 保 つ こ と が  

で き る た め 、 環 境 に 対 す る 適 応 力 は 大 幅 に 飛 躍 し た 。 （ 52文 字 ）  

② 体 温 を 保 つ た め に 常 に エ ネ ル ギ ー を 燃 や し 続 け な け れ ば な ら ず 、 大  

量 の 食 物 が 必 要 で あ る 。 そ の た め 、 食 物 の 欠 乏 に は ひ ど く 弱 い 。  

（ 59文 字 ）  

高 等 動 物 で 発 達 し た 大 脳 は 、 体 温 を 一 定 に 保 つ 恒 温 動 物 と し て の 限 界  

を さ ら に 超 え て 、 膨 大 な エ ネ ル ギ ー を 消 費 す る 。 そ し て 、 活 性 酸 素 の  

よ う な 有 害 な 老 廃 物 も 産 生 す る し 、 機 能 変 調 が 起 こ り や す い と い う 脆  

弱 性 を 持 つ 。 長 時 間 働 か せ て い る と 身 体 が 供 給 で き る エ ネ ル ギ ー 量  

で は 足 り な く な る 。 （ 13 9文 字 ）  

 

皮 膚 か ら 熱 を 積 極 的 に 逃 が す シ ス テ ム が 働 く と 、 身 体 の 内 部 の 温 度 が  

下 が る と 同 時 に 、 頭 の 内 部 に あ る 脳 の 温 度 が 下 が っ て い く 。  

体 内 の 温 度 が 下 が る と 、 生 命 を 支 え て い る 体 内 の 化 学 反 応 が 不 活 発 化  

す る 。 つ ま り 代 謝 が 下 が り 、 休 息 状 態 に な る 。 （ 11 0文 字 ）  

 

 

 


